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１．はじめに
　ヒノキ成長量試験地は昭和 36 年に設定され，5 年
毎の定期調査を行うと共に間伐やその他の施業を行っ
て林分成長の経過を考察して林業経営の参考に資する
ことを目的とし設置された。現在は試験地設定当初の
目的から離れて，最多密度に達した林分の成長過程を
研究することに設置目的が変更されている。設定時点
において除伐・間伐は一度も行われておらず，1972
年に両試験区とも初めて間伐が行われた。間伐前には
2 回枝打ちを行い，2 回目は強度に行われている。そ
れ以降は，試験地の目的が最多密度に達した林分の成
長過程を把握することに変更されたため間伐が行われ
ていない。成長量試験地は設定後，過去 10 回の定期
測定が実施されており，今回が 11 回目の測定となる。
うち，7 回については内藤（1980），内藤（1984），内
藤（1988），内藤（1994），内藤（1998），内藤ら（2003），
内藤ら（2008）の測定報告が刊行されている。
　今回の測定は 2012 年 5 月 7 日，5 月 21 日，6 月 8 日，
15 日の４日間実施された。測定時の林齢は 75 年であ
る。宇都宮大学農学部森林科学科所属の大野真紀，丸
山典紘，鹿山枝里，西周真宏，澤田大河，上村僚，黒
澤文彦諸氏の協力を得た。調査にはプロットの新設・
樹木番号のリペイントを含め延べ 25 人・日の作業を
要した。
２．測定方法
　胸高直径・樹高とも各プロット内の全立木について
毎木調査を行った。胸高直径は金属製の輪尺を使用し
山側一本差しの mm 単位までの測定，樹高測定につ
いては音波式測高器（ハグロフ社製 VertexIII）を用い
て cm 単位までの測定を行った。ただし，複数台の近
接使用による音波干渉が認められた場合にはレーザ
ー式測高器（レーザーテクノロジー社製 TruPulse360）
を併用して測定した。胸高直径・樹高とも前回の測定
結果と比較し，測定値が下回ったり，同じであったり，
過大であった場合には再測を行い，測定値の確認を行
った。
３．測定結果の概要
　成長量試験地の測定結果の概要を表－１に示す。　
材積の算出には近藤（1961），福田（2012）による船
生演習林ヒノキ立木幹材積材積式を使用した。
　Plot.1 についてはプロット北側の更新地（４林班つ
12 小班，2002 年伐採）との隣接部において，胸高直
径の測定値が前回よりマイナス成長となった個体が多
く確認された。この区域では枯死木も多く発生してお
り隣接地の伐採の影響による風害，乾燥害が発生して
いるものと考えられる。
４．おわりに
　当試験地については，林齢が演習林の標準伐期を大
幅に超過しておりかつ前述した周辺林分の環境変化の
影響も認められる。今後，２つのプロットについて１）
設置目的を継続的に維持，計測を実施していくものと，
２）長期間最多密度で管理された林分に密度管理を加
えてその動態を観察するものに変更するものに整理す
ることが検討されている。なお，今回の測定では宇都
宮大学農学部森林科学科森林計画学研究室の専攻生，
試験地の日常の管理には演習林職員の協力を戴いてい
る。ここに関係各位に厚く謝意を表す。
引用文献
１）福田将大 : 長伐期施業に対応したヒノキ材積表の
調製－宇都宮大学農学部附属船生演習林を対象とし
て－ , 宇都宮大学農学部森林科学科卒業論文（2012）
２）近藤正巳 : 宇都宮大学農学部附属船生演習林材積
表調製について - その 1 ヒノキ -, 宇大演報 ,1,1-12
（1961）
３）内藤健司：宇都宮大学船生演習林におけるヒノキ
生長量試験地の生長解析 ,宇大演報 ,16,77-137（1980）
４）内藤健司：宇都宮大学船生演習林におけるヒノ
キ成長量試験地定期測定資料（I）, 宇大演報 ,20,85-
102（1984）
５）内藤健司：宇都宮大学船生演習林におけるヒノキ
成長量試験地定期測定資料（II）, 宇大演報 ,24,69-
83（1988）
６）内藤健司：宇都宮大学船生演習林におけるヒノキ
成長量試験地定期測定資料（III）, 宇大演報 ,30,59-
72（1994）
７）内藤健司：宇都宮大学船生演習林におけるヒノキ
宇都宮大学船生演習林におけるヒノキ成長量試験地定期測定資料 (VII)
Periodic inventory Data of Hinoki(Chamaecyparis obtusa)
Permanent Plot at Funyu in Utsunomiya University Forest (VII)
松英恵吾１）
Keigo MATsUE
欄外脚注：１）宇都宮大学農学部森林科学科
表－１．ヒノキ成長量試験地2012年度測定結果の概要
70 宇都宮大学演習林報告第49号　2013年３月
成長量試験地定期測定資料（IV）, 宇大演報 ,34,80-
93（1998）
８）内藤健司・松英恵吾：宇都宮大学船生演習林にお
けるヒノキ生長量試験地定期測定資料（V）, 宇大
演報 ,39,107-120（2003）
９）内藤健司・松英恵吾：宇都宮大学船生演習林にお
けるヒノキ生長量試験地定期測定資料（VI）, 宇大
演報 ,44,33-46（2008）
付表.　ヒノキ成長量試験地　2012年度測定結果
71宇都宮大学船生演習林におけるヒノキ成長量試験地定期測定試料 (VII)
付表.　ヒノキ成長量試験地　2012年度測定結果
72 宇都宮大学演習林報告第49号　2013年３月
